
マン ショ ン 、 ア パート 等の

共同住宅で 暮ら し て いる 人へ

マ ン ショ ン 防災

東京都では、 約9 0 0 万人がマン シ ョ ン 、 アパート 等の

共同住宅（ 以下「 マンショ ン」 と いう ） に居住し ていると

推計さ れ、 2 0 階以上のタ ワ ー マ ン シ ョ ン も 増加の

一途を たど っ て いま す。そこ で 重要にな っ て く る のが、

マン ショ ン なら ではの防災です。

マ ン シ ョ ン の中高層階で は、 エ レ ベ ータ ーの停止

によ り 地上と の往復が困難と な り 、 十分な 備え が

な い場合、在宅避難が困難化

マ ン シ ョ ン 等の共同住宅で は、水道が供給さ れて いて も 、

排水管等の修理が終了し て いな い場合、 ト イ レ 利用が

不可
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タ ワーマン ショ ン は、 こ の1 0 年で約４

割も増加し まし た。 被災後、 マンショ ンに

倒壊の危険がなく 、 被害が軽微であれば、

在宅避難が可能と なり ます。 一方、 建築

後、 相当の年数を 経た高経年マン シ ョ

ン も 増加を 続け て い ま す。 こ れら は

耐震性に問題がないかを し っ かり 確認

する必要があり ます。

被害が軽微であれば

在宅避難が可能に

マン シ ョ ン では、 いざ 発災し たら 、 各

住戸で の対応に加えて 、 管理組合等を

はじ めと し たマ ン ショ ン 全体での防災

が力を発揮し ます。 そのため、 自主防災

組織等を 設立し て、 備えて おく こ と も

有効で す。 マン ショ ン の強みと 弱みを

理解し 、 日頃から 協力体制を 築い て

おき まし ょ う 。

居住者が協力し 合っ て

防災に取り 組も う

マ ン ショ ン の

「 強み」 と 「 弱み」 を 知っ て おこ う ！

災害対策本部を 設けた り 、 備蓄品を 仮

置き し た り 。 子供が集ま る 場所と し て

も 安心です。

共用スペースの活用

い ざ と い う と き に 相 談 し 合 い 、 ま と

ま っ て 行動する と 大き な 力に な り ま す。

お互いに助け合える

排水管が損傷を 受けて いた ら 、 ト イ レ

は使用で き ま せん。 そ の状態で 上の階

で ト イ レ を 使用する と 、 下の階で 汚水

があふれ出てし ま いま す。

ト イ レ が使えなく なる

停電する と 照明、 機械式駐車場、 入口のオート ロ ッ ク

など 共用設備が使えなく なり 、 生活に影響が出ま す。

共用設備が使えなく なる

停電する と 、 エ レ ベータ ーが動き ま せん。

場合によ っ て は閉じ 込めら れて し ま う

こ と も 。 高層階の居住者や障害があ る

人は移動が困難に。

エレ ベータ ーが使えなく なる

【 マン ショ ン の弱み】

マン シ ョ ン 防災を 知ろ う

耐震基準を 満たし たマン ショ ン は、 建物

に 亀裂や破損が生じ る こ と はあ っ て も 、

倒壊する こ と はめっ たにあり ません。

耐震性の高い構造

【 マン ショ ン の強み】

なぜ東京都で はマン ショ ン 防災が重要な の？

マン ショ ン 防災を 知ろ う
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飲料水や携帯ト イ レ などの重要な物は、

管理組合等にも 備蓄がある か確認を 。

備蓄品の置き 場（ 防災倉庫） は１ か所

だ けで はな く 、 エ レ ベータ ーが停止

し た 場合に備え て 複数階に設置し ま

し ょ う 。 被災後の復旧のために必要な

資器材も 準備し ておき まし ょ う 。

災害発生時に備えて、 建物の設備確認をはじ

め、 エレベータ ーの応急復旧や排水管の確認

手順、 居住者への情報発信方法などについて

ルールを 決めておく こ と が有効です。 また 、

日頃から 居住者間で のあいさ つや声かけを

通じ て顔の見える お付き 合いを する こ と が、

災害時にも共助の力を発揮するこ と になり ます。

防災倉庫の

備蓄品・ 資器材は十分ですか？

エレ ベータ ーには、 長時間閉じ 込めら

れた場合を想定し て、 防災キャビネット

を設置し 、 水や食料品、 携帯ト イレなど

を 備蓄し まし ょ う 。なお、 エレベータ ー

内に、安全装置設置済みのブルーのマー

クが貼っ てある場合も あり ます。

エレ ベータ ーの安全対策を 確認し よ う

マン ショ ン 全体で 備えて おき たいこ と
ど こ ま で でき て いる ？

マ ン ショ ン 防災チェ ッ ク リ ス ト

□ ポスタ ーなどで防災の呼びかけが十分に行われている

□ 隣近所の人と 、 日頃から 顔の見える 付き 合いができ ている

□ いざと いう と き の災害対応用のスペースを 決めている

□ 管理組合等においても 備蓄が十分にある

□ 消火器・ 発電機・ リ ヤカ ーなどの資器材が揃っ ている

□ エレベータ ー停止に備え、 防災倉庫は数階ごと に設置し てある

□ エレベータ ーに安全装置が設置し てある

□ 防災マニュ アルを 作成し 、 居住者が共有し ている

□ 防災訓練を 定期的に実施し ている

□ 自主防災組織を 結成し ている

□ 居住者名簿、 要配慮者名簿を 整備し ている

※でき ていないこ と があれば、 管理組合等に確認し まし ょ う 。

東京都防災ア プ リ の「 マ ン シ ョ ン 防災」

に詳細があり ます。

必ず確認し ておき まし ょ う 。

　  ダウン ロ ード のし かた は 1 9 ペー ジ

いざと いう と き のルールを 決めておこ う

マン シ ョ ン 防災を 知ろ う

「 東京防災」 6 5 ページ

「 東京防災」 7 0 ページ

出典： 一般社団法人建築性能基準推進協会

　 　 　 https: //www . seinokyo . jp /evs/sm /
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高層階では揺れが大き く なるので、 家具の転倒や窓ガラ スの破片などの

落下物から 身を 守る行動を と り まし ょ う 。 万一エレ ベータ ーの中に閉じ

込めら れたら 、 イ ンタ ーホンで連絡を と り 、 救助を 待ちます。

状況が落ち着いたら 、 安否確認カ ード 等を 玄関先に出し て自分の無事

を 知ら せます。 同じ フ ロアに高齢者や乳幼児など、 支援を 必要と する

人がいる住戸には、 ノ ッ ク や声かけを し て無事を 確認し まし ょ う 。

まずは自分と 家族の身を 守る

マン ショ ン で被災し たと き は

自分の無事を 知ら せ、隣近所の安否確認を

大地震の際、 人や家具・ 家電が転倒し 、 収容物も 散乱し ます。 また、 エ

レ ベータ ーが止まり 、 中に閉じ 込めら れたり 、 高層階から の移動が困難

と なり ます。 発災のそのと き 、 そし てその後の対応を 頭に入れておき ま

し ょ う 。

何が起こ る のか？

マン ショ ンの特性を 知り 、冷静な対応を

マン ショ ン で被災し たと き は
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ゴ ミ の集積場所、 支援物資の

仕分け場所な ど 災害対応用

スペースを 作る と スムーズ

マン ショ ン で被災し たと き は

被害が軽微であれば、 マン ショ ン内にと どまる在宅避難が可能と なり ま

す。 その後の暮ら し が不安な場合は避難所等へ。 また、 マンショ ン 内の

集会室等共用スペースに避難場所が作ら れる 場合も あり ます。

部屋にと どまる ？ それと も 避難する ？ 在宅避難を する 人は作業を 分担し て助け合おう

多く の人が暮ら すマン ショ ン では、 みんなで 協力すれば大き な力が

生ま れます。 高層階への連絡や物資運搬、 防犯見回り な ど 、 居住者

同士で でき る こ と を 分担し て助け合いま し ょ う 。 必要な 情報を 伝え

合い、 最寄り の避難所と も 連携し 、 マ ン シ ョ ン ご と に 配布さ れる

支援物資を 取り に行く と き は、 マン ショ ン 単位で行動し ます。

ダウン ロ ード のし かたは 1 9 ページ

東京都防災アプリ の「 マンショ ン防災」 に

詳細があり ます。

必ず確認し ておき まし ょ う 。
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